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『ぶんごわ～るど』は、大分県在住の青年海外協力隊経験者組織であ

る大分県青年海外協力協会の会報誌です。かつて豊後の国と呼ばれて

いた大分県から世界へ雄飛した若者達の活躍ぶりを毎回紹介しますの

で、是非ご一読ください。

ラジルて属じる日本』
平成29年度 1次隊 。ヽ

ブラジル 0日系日本語学校教師

里 奈 (宇佐市出身)

大分県の皆さん、こん|こちは。

私は現在、日本との時差-12時間 (サマータイ
ム中は-11時間)の国、ブラジルで日本語教師と
して活動しています。任地はサンパウロ州にあるス

ザノ市というところです。スザノ市は日系の人たち

が多 <、 道や店の着板に日本人名が使われていたり、

フェイラと呼ばれる青空市場では日本語を耳にした

りします。そんな日系社会にどつ′3♀りと浸かつてい

る私の活動を少し紹介します。

活動内容は、文化協会内にある日本語学校で月曜

日から土曜日まで現地教師と共 |こ日本語や日本文化

を教えることです。生徒数は40名 程で、以前はほ

折り紙を教える生徒たち

■

家のベランダから見えるスザノの町

とんどが日系人だつたようですが、ここ数年は非日

系人の割合も増えてきています。生徒の年齢は6歳
から60代までと幅広 <、 初級から上級までとレベ
ルも様皮。「アニメが好きだから」「日本人の顔をし

ているのに日本語が話せないから」「日本の大学で

勉強したいから」「NHKのニュースがわかるように
なりたいから」など、それぞれが理由を持つて日本

語を勉強しています。毎日の授業はもちろん、学校

行事が盛りだ<さんなので、アイディア探しに追わ
れながらも、とにか<日本語を話して話して、話し
ま<る日々です。
今ではいろいろと楽しむ余裕も出てきましたが、



着任当初は悩むこともありました。そしてそんなと

きは、よ<家のベランダから空を見上げて頭の中を

授業の様子

ラオスは気候的には雨季と乾季があり今 2月は乾
季にあたり雨はほとんど降らず毎日暑い日が続いて

います。ラオスのビエンチャンに着任して 1年が経
ちましたがラオス料理の味付けが合わず食事に苦労

していますが元気にやっています。私は2009年に
日本の無償資金協力により建てられた武道センタで

合気道の指導を行っています。一般クラスの稽古日

は火、本、土、日の週4回夕方 1時間から1時間半
稽古を行つており、上、日の午前中は子供クラスで

60人から70人程が稽古に来ています。
一般クラスも高校生が多<若手中心の元気な稽古
でこれから先が楽しみな状況になつています。昨年

の 3月 には合気会本部巡回セミナーが行われ16歳
から18歳の4名が初段に合格しました。今年も 3
月に合気会本部巡回セミナーが予定されており、同

指導者の育成に

も重点をおいて

指導にあたって

いきたいと考え

ているところで

す。

2018年 9月
22日、23日に
ベトナムのハノ

整理する時間を作つたりしていました。110年前、
日本からここ、ブラジルに渡って来た人たちも同じ

ように空を見上げては、′3、るさとの日本に想いを馳

せ、解決策を見つけていったに違いないと思いなが

ら…。

任期も残り半年。日の前にいる人たちに日本から

来た私だからできることをしてい<だけです。それ
は自分の価値観を押し付けることではな<、 現地の

人たちの考え|こ少しだけ色を加えるというか、共に

考えるきっかけを作るというか、日本語を通じてお

互いの可能性を広げていけたらと思います。
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平成29年度 3次隊 。シニアボランティア
ラオス・合気道

三 )南 洋 明 (大分市出身)

イで第 6回 AFSEAセ ミナー (丁he 6th Alkido
Fellowships Southeast Asia Serninar)が あり
ラオス合気道クラブからも8名が参加しました。2
年に一回開催されており参加国はタイ、マレーシア、

ラオス、カンボジア、インド、中国、香港、シンガ

ポール、台湾、日本、ベ トナムの11か国が集まっ
た非常に大きな大会でした。このセミナーは東南ア

ジア諸国の高段者の方の高度な技の指導を受けるこ

とでメンバーの技術レベル向上 |こつながり、合気道

の技の統一性を図ると共に新しい技の研究の場とし

て非常に重要且つ有意義な大会でした。 11月 には
サワンナケート大学で日本語教育で活動されている

青年海外協力隊の隊員から大学の日本祭りに合気道

演武並びに体験講習会を依頼されて行ってきました。

大変好評だつたので今後サワンナケートでも合気道

が普及してい<ことを願つているところです。
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進路相談カウンセラー着任

『就任のご挨拶』

JICA九り|111青年海外協力隊 相談役 有 里 泰 徳

みなさま、こんにち

は。この度、青年海外

協力隊相談役として、

大分県 。鹿児島県 。宮

崎県を担当いたします

有里と申します。

JICAボランティア事業、とりわけ青年海外協力

隊事業の理解促進並びに帰国ボランティアの進路開

拓及び社会還元活動に係る相談・支援活動が主たる

業務になります。

これまで、大分県内では早<から地方創生 。地域

活性化の人材として、協力隊経験者の地元定着 |こ向

けての取り組みがなされてきました。これも前任の

日高健夫カウンセラーの尽力と共に大分県内地方自

)台体をはじめとして民間企業・各関係団体の方尺の

ご理解ご協力の賜と考えております。

さて、大分県が実施した「一村一品運動」は地域

振興策としてこれまで大きな役害」を果たしてきまし

た。これは、単なる商品開発ではなく地上或開発を目

的とした徹底した人づ<りが評価されているものと

悪います。このコンセプトは、開発途上国における

「一村―品」キャンペーンにも繋がつています。そ

して、開発途上国の経済 。社会発展のため、直接 。

間接に関わつて活動するJICAボランティア事業を

改めて推進してい<必要性を感じています。また、

内外ともに厳しい情勢のなか、その経験者である協

力隊OBOGの能力や技術等を今こそ発揮すべき時で
しょう。

その昔、『人づ<り 。国づ<り 。心のふれあい』

という、スローガンがありました。改めて原点に

立ち返ることが必要な時代なのかもしれません。

新たな価値ある変化を創りだすために『Make a

Difference!』

人分県青年海外協力協会会員の皆様、関係者の皆

様並び|こ協力隊事業に関心を寄せる大分県のみなさ

まよろし<お願いいたします。
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みなさん、『月刊 岩ときもの』の定期購読はおす

みでしょうか～ ?編集長の渡辺了孔です。ご存知な

い方のためにご説明しますと、『月刊 岩ときもの』

とは、着物を着て、岩場に行き、写真を撮つて、雑

誌の表紙風に加工し、インターネット上に投稿する

という活動です。紙媒体は存在しないため、幻の工

ア雑言志とも呼ばれています。青年海外協力隊として

モンゴルに派遣されていた時に、日本の伝統的な着

No.1

物文化を知らなさすぎることを思い知らされ、帰国

後、着物の着付けを学び、着物の普及のためにこの

活動を始めました。

軽い気持ちで創刊したのですが、深<考えさせら

れることが多<驚いています。痛感したのが、物の

価値が大き<変わってきたということ。高価なイメー

ジの着物ですが、今はリサイクルショップなどで数

百円から手に入れられます。はじめは「安 <」 購入

『着物から、What 9oes around comes around』

投稿者 :渡邊 了子じ(わたなべ りょうこ)

派遣国 :モンゴル

職 種 :視聴覚教育
隊 次 :平成21年度 3次隊

着物から作つた日傘

■

ときもの



した着物を着て、『月刊 岩ときもの』でPRして楽

しんでいたのですが、数十万円もしたであろう着物

が、二束三文の値で取引されていると思うと、せつ

な<なりました。いやいや、着物の普及活動をここ

であきらめてはいけない !上質な生地で作られた着

物たちに日の光をあてるべ<、 リメイクして日傘を

作つて売つてみることにしました。さて、作つた日

傘を販売するには、値段をい<らにすればよいのか?

これを本珊とするならば、日本での人件費を考える

と、販売価格が2万円以上となります。高<て売れ

ないんじゃないかしら(汗)途 上国の労働問題や、
フェフトレード|こついて、出前講座で子供たち|こ話

していた自分が、自身の生活の糧として販売しよう

とする商品の価格設定で葛藤することになろうとは、

思つてもみませんでした。

フアストフアッシ∃ン、激安ショップ、100均 。・ 。

「安さ」とは?私たちの生活はどこで支えられてい

るのか?価値というものを今―度考える時代に来て

いるのではないか ?と、思い付きで始めた『月刊

鯵 者資料)日傘の元 |こなつた着物

岩ときもの』で、私自身が深<考えさせられ、日本

のことを良<知らずに暮らしてきたツケが回ってき

た、まさに、“Whatgoes around comes around''

な世界を満喫している今日この頃です。

ロ

(参考資料)着物から作つた日傘



2018年

9月  人分県ボランテイア家族連絡会
10月  人分県ワールドフェスタ

JIC∧ボランテイア秋募集説明会

11月  バネル展示
12月   平成30年度 3次隊

※毎月第 2水曜日、協力隊ナビ
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小翠 香織
羽田野直子

ブータン 医療機器 (大分市)

モザンピーク 青少年)舌動 (豊後太野市)

(左から)吉岡昴正
工藤夏美

椎原 渉

バラグアイ 小学校教師 (太分市)

ネハール 青少年活動 (豊後高田市)

ルワンダ コミュニティ開発 (大分市)

小翠香織さん 羽田野直子さん

青年海外協力隊は、国際協力機構 (JIC∧)が実施する国の事業で、
昭和40年の発足以来すでに88か国へ約40,OOO名 の日本人青年が派遣
されました。現在も1,700余名の隊員が世界70ヶ 国にて、現地の人々

と同じ言葉を話し一緒に生活しながら、開発途上国の国造りのために協

力しています。

協力隊員の募集は、年 2回春 (5月 )と秋 (10月 )|こ全国各地で説
明会があつた後、選考試験が行われます。詳しくは右記のほか、国際協

力機構九州国際センター (TEL093-671-6311)、 大分県企画振興部国

際交流室 (TEL097-506-2129)、 またはJICAデスク大分国際協力推
進員 佐保好信 (TEL097-533-4021)までお問い合わせください。

大分県青年海外協力協会 会報
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皆様のご意見 。ご感想等、

お便りをお待ちしております。

12月 18日  県庁 |こ表敬訪問

蛯躙輻|:‡||||‖ ||1瞥年海外協力隊仁|11111嘲 ||||11111111111辣晰麒晰鰈ド

石和真紀子
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ですね。人分トリ 今秋 |こ

す。私自身、スポーツ観戦も忙し<なりそうです。
今年も、皆さん|ことって素敵な一年 |こなりますよう|こ。

平成8年度2次隊

ロ

皆さんは、

あれから、30


